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１. 研究の目的 

１.１. 研究の背景 

今日の社会では，ＡＩの進化やグローバル化が進み，多様な社会・文化が形成されていくことが

予想される。そのような社会で，知性だけでは捉えられないことを，身体を通して，知性と感性を

融合させながら捉え，創造活動の中で対象や事象の概念や自己を形成していく図画工作科の役割は

大きいと考える。 

１.２. 研究の方向 

今回の学習指導要領（文部科学省，2018）において，図画工作科で育成を目指す資質・能力の三

つの柱それぞれに，「創造」が位置付けられた。このことは，造形的な見方・考え方を働かせた創造

活動を大切にする図画工作科の特質を踏まえており，感性や想像力を働かせながら新しい意味や価

値をつくりだしていくことがより一層重視されたことを意味している。 

これまでの図画工作科の教科研究を振り返ると，創造活動を大切にした授業づくりに取り組んで

きているといえる。一方で，表１のように表現する際の発想面や技能面に多様性が少なかったり，

自分の表現にこだわりがなかったりといった課題となる姿も見られた。 

 

課題となる子どもの姿  課題の要因分析  

●  表現する際の発想面

や技能面に多様性が少

ない。 

・ これまでに学習した多様な造形的な視点や技能が十分に身に付いていなかったり，そ
れらを生かして表現できていなかったりする。 

・ 他者や作品等のよさを感じられず，自分の表現に生かせていない。 
⇒ 感性や想像力を働かせながら，造形的な視点や技能が多様な場面で生きて働く概念と
して習得される，いわゆる身体化された状態を目指す手立てが必要。 

●  自分の表現にこだわ

りがない。 

・ 自分の思いやイメージと表現とを十分に関係付けられていないため，造形活動に意味
や価値を感じられていない。 

⇒ 思いやイメージを膨らませながら対象や事象との関わりを深め，様々な造形活動に，
自分なりの造形的な意味や価値をつくりだすことができる手立てが必要。 

【表１ 図画工作科授業における課題となる子どもの姿と要因分析】 
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これらの要因として，経験して身に付けてきた造形的な視点や技能を別の表現の場面で生かせな

かったり，鑑賞活動で捉えた新たな造形的な視点や技能を自分のイメージに関係付けることができ

なかったりして，造形活動に意味や価値をつくりつづけられないことがあられる。これらのことか

ら，表現及び鑑賞の活動を通して，感性や想像力を働かせながら造形的な視点や技能を活用し，多

様に表現する喜びや楽しさを味わい，自分なりの表現を追求する子どもの育成が必要であると考え

た。 

２. 研究の内容 

２.１. 自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける図画工作科授業とは 

自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける図画工作科授業とは，造形活動への思いを基に，感

性や想像力を働かせながら，表現及び鑑賞の活動を繰り返し，造形的な視点や技能の身体化を図る

体験的な活動を通して，子どもが自分なりの表現の工夫や対象や事象のよさや美しさをつくりつづ

ける授業と考える。 

具体的にはまず，題材に出合い，これまでの生活や学習の経験から，造形活動への思いや問題意 

識をもち，造形的な創造活動が始まる。 

次に，感性や想像力を働かす体験的な活動を通して，表現及び鑑賞の活動を繰り返しながら，対

象や事象に関わるよさを実感し，学習内容に応じた造形的な視点や技能を理解したり，思いやイメ

ージをもったりすることになる。その際，これまでに身に付けてきた造形的な視点や，友達の表現

や参考作品などを鑑賞し見だした造形的な視点で，対象や事象を捉え，造形的な視点や技能を相互

に関連付けたり組み合わせたりして，多様な表現及び鑑賞の活動の場面で生かすことができる身体化し

た造形的な視点や技能を身に付けていくことになる。 

そして，このような様相の中で，自らの表現や関わり方を捉え直し，表現の工夫や対象や事象の 

よさや美しさといった自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづけることになる。さらに，これ

らを原動力にして，よりよい表現を追求していくと考える。 

 

２.２. 自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける授業づくりのポイント 

２.２.１．造形的な視点や身に付けていく過程の構造的な捉え方 

 子どもたちが，造形的な視点を身に付け，意味や価値をつくりつづける授業を行っていくために  

は，教師が，題材における中心となる造形的な視点は何であるのか，造形的な視点をどのようにし  

て創造活動に生かしていくかを明確にしておく必要がある。  

そこで，捉えさせたい造形的な視点を構造的に捉えると図１のように整理できる。構造的に捉え

るためには，まず，題材において感覚や行為を通して知識として捉えさせたい中心となる造形的な

視点①を，これまでの題材における中心となる造形的な視点と本題材との系統性から明確にする。

次に，子どもが表現へと生かしていくことを想定し，中心となる造形的な視点を基にし，関連する

造形的な視点②を整理していく。そのような過程を経ることで，造形的な視点の質の深まりや種類

の広がりを捉えることができる。 
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一単位時間における，造形的な視点や技能を身に付けていく過程については，図２のように整理で

きる。まず，導入や中間鑑賞の場面で自他の作品を鑑賞させる際に，これまでに身に付けてきた造

形的な視点を基に比較することを通して，「この作品がおしゃれに見えるのは，切り込んだ形にして

あるからだ。」といった，よさとして感じた理由を明確にする。次に，「ぼくの作品も切り込みを入

れた形にすれば，もっとおしゃれにできそうだ。」というように，その理由を基に，自分の表現にお

ける更なる工夫の見通しをもたせ，見いだした造形的な視点（工夫するポイント）とイメージとを

関係付けさせていく。 

２.２.２．自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづけるための学習内容設定 

自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづけるためには，つくりだしていることを実感させ，表

現と鑑賞を一体としながら創造活動を行うことのできる学習内容を設定することが大切である。そ

のためにはまず，発達の段階に応じた造形的な視点を認識し理解していく子どもの姿を明確化にし

ながら，魅了・興奮・歓喜といった感動を味わわせていく。そこで，先行研究や実践を基に，以下

のような感動を伴う条件を含んだ，学習内容を設定することとする。 

 ・ 興味や関心がもてたり，その事柄に没頭したりすること 

 ・ 周囲に同じ状態の人がいること，互いに感情移入や共感ができること 

 ・ 努力が報われること，期待や希望が報われること，通常できないことが達成されること 

これらの条件を，工作の題材「ころころころがれ」を学習する姿と重ねて述べる。感動を伴いな

がら表現の工夫・対象や事象のよさや美しさを味わう姿とは，図３のような，終末過程で「新しい

表現の工夫を発見したぞ。転がるとすごくきれいなおもちゃができた。」といった姿であると考えた。

それは，導入過程において，対象や事象である紙皿や紙コップと出合いを通して「もっと美しく転

がるおもちゃにしたい。そうするためにどうすればいいかな。」といった思いやイメージをもち造形

活動に夢中になる姿。展開過程において，表現活動や鑑賞活動を繰り返す中で，自分や友達の表現 

【図１  一題材における造形的な視点の質の深まりや種類の広がり】  【図２ 一単位時間における造形的な視点や技能を身に付けていく過程】  
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新しい発見があったぞ。 

すごくきれいだな。 経験を引き出す 

【思いやイメージ】 

もっと美しくしたい。 

そうするにはどうすれば

いいかな。 

これまで使った材料

のよさを生かして，

もっと○○すること

ができそうだ。 

友達の表現の○○は面

白いな。ぼくももっと

工夫してみよう。 

対象や事象との出合い 

自他の表現に向き合う 

 

と向き合い，気付きを得ることによって「その模様，カラフルでいいね。友達の表現は切り込みの

形が面白いな。ぼくももっと工夫してみよう。」といった互いに感情移入・共感でき，造形活動に粘

り強く取り組み続ける姿。また，「この前発見した材料と材料をつなげた形の面白さを生かすと，転

がると面白いおもちゃにすることができそうだ。」といった，これまでの経験を引き出しながら試行

錯誤することで成就・実現・達成に向かう姿によって表出されると考える。 

このような姿を表出させていくために，図画工作科における主な学習内容設定の要素として「テ

ーマ」や「材料・用具・場所」「造形活動」を基に具体化する。また，これらの要素には様々な効果

があるが，特に本研究において，表２のような効果が含まれると考える。 

感動を伴い表現する子どもの姿の実現に向けて，学習内容設定の要素の効果を照らし合わせ，授

業に具体化していく。 

導入場面における「思いやイメージをもち造形活動に夢中になる姿」の実現に向けては，子ども

たちの表現や鑑賞の活動への興味を高めることに効果のあるテーマが有効であると考える。テーマ

の例として「○○だけの」といったオリジナル性を目指したり，「○○を驚かせよう」といった他者・

社会の変容を目指したりするテーマが考えられる。 

 

テーマ 材料・用具・場所 造形活動 

対象との出合いから導き出

された思いを基に，子どもたち

の表現や鑑賞の活動への興味

を高め，題材及び時間の方向性

を決める。 

発想・構想の際，自らの

知識や技能を経験として引

き出し，活動を新たな方向

へと導く。 

自己から他者へ視点を向け

ることにつながるきっかけや

造形的な視点を基にした対話

の原動力となる。 

【表２ 学習内容設定の要素とその効果】 

【図３ 感動を伴い学習する子どもの姿】 
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展開場面における「表現や鑑賞の活動を繰り返す中で，自分や友達の表現に向き合い，気付きを

得ることによって，互いに感情移入・共感でき，造形活動に粘り強く取り組み続ける姿」の実現に

向けては，自己から他者へ視点を向ける効果のある造形活動が有効である。 

また「造形活動に関するこれまでの経験を引き出しながら試行錯誤することで成就・実現・達成

に向かう姿」の実現に向けては，自らの知識や技能を経験として引き出す効果のある材料・用具・

場所を用いることが有効である。 

これらのことから，感動を伴いながら，自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていること

を実感することができる学習内容設定の要件として以下の３つを設定した。 

要件１  思いやイメージをもち活動に夢中になることができるテーマ 

要件２   経験と関連付けることに働きかける材料・用具・場所 

要件３  自己・他者との対話が生まれる造形活動 

そして，上記の要件を基に，学習内容を設定する手順として図４のように整理した。まず，造形

的な視点が身体化されていく状態を捉え，対象や事象を認識し，理解していく姿や感動の様相を含

め子どもの姿を基に具体化する。 

次に，これまでの実践を基に，子どもの姿において課題となる点やよりよく求めたい点を明らか

にする。 

そして，これらを踏まえ，学習内容設定の要件を基に，学習内容を具体化する。このような学習

内容設定の具体化については，授業への具体化の項で述べる。 
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３. 自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける学習指導の実際 

３．１．授業実践について 

第４学年「森の製作所」の題材を基に授業実践を行った。 

３．２．実践の立場 

本実践では，自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する学習内容の基本

的な考え方を踏まえ，学習内容設定の要件を基に具体的な学習内容を設定していくことで，自分な

りの造形的な意味や価値をつくりつづける姿を表出させることができるかどうか検証することを目

的としている。 

題材「森の製作所」は「本物そっくりな石や木の枝で自分たちの森をつくり，通る人を驚かせた

い。」といった目的・相手意識の基，森にある自然物の特徴に合わせて，紙粘土の形や色・材質など

を工夫し，本物そっくりな石や木の枝をつくる立体に表す題材である。 

本題材における対象や事象となる様々な自然材（石や木の枝，葉っぱなど）は，表面の形や 

色・材質に多様性が見られる。また，積んだり並べたりといった操作をしたり，見る向きや方向を

変えたりすることで，多様な形や色，材質に気付く面白さがある。 

また，本題材における自分なりの造形的な意味や価値をつくりつづける姿として，感覚や行為を

通して「石は黒と思っていたけれど，黒に白や灰色が混ざっていて，少し明るい感じがするんだな。

もっと本物の石に近づけられるように，色を混ぜ合わせてみよう」というような姿であると考える。 

本題材では，中心的な造形的な視点や関連的な造形的な視点を，図２の過程に従って以下の表３

ように捉えた。本時においては，自分の表現したものと友達の表現したものを比較させることによ

り，形（デコボコ・トゲトゲ）色（混色）材質（ざらざら・つるつる）といった造形的な視点【工

夫するポイント】を見いださせ,それらを自分のイメージに関係づけさせながら表現を追求させてい

く。 

また，自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する学習内容設定の手順に

沿って，学習内容を表６のように具体化した。まず，造形的な視点が身体化されていく状態を「対

象や事象を認識し，理解していく姿」や「感動の様相」を基に具体化した。次に，これまでの実践

を基に，身体化していく際に課題となる点を明らかにした。そして，学習内容設定の要件を基に，

本題材「森の製作所」において自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する

学習内容の具体化を考えた結果，表５のような学習内容を設定することとした。なお本題材におけ

る目標は表６のように設定した 

 

題材で中心となる造形的な視点 自然物（石・葉・木の枝）の形や色・材質 

関連する造形的な視点 
【工夫するポイント】 

形（デコボコ・トゲトゲ） 
色（混色） 
材質（ざらざら・つるつる） 

【表３ 題材の目標】 
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造形的な視点を認

識し，理解してい

く状態 

自然物や表現したものを形や色，材質といった視点でよさや面白さを捉

え，自然物から受ける感じが分かり，自分の表現するもののイメージを具体

的にもてる状態、 

感動の様相（例） 

「葉っぱの色ってたくさんの色が混ざっていてきれいだな。」（魅了） 

「本物そっくりな表現を誰かに見せたい。」（興奮） 

「本物そっくりな石がついにできた。」（歓喜） 

課題 

・ 友達や参考作品から多様な造形的な視点を見いだすことができない。 

・ 造形的な視点を自分のイメージに関連させ，新たな工夫を考え付き，つ

くりつづけることができない。 

表現と鑑賞を繰り返し，イメージをふくらませながら，よりよい表現を追 

求していく姿がみられない。 

 

 

知識及び技能 

・  自然物や粘土の形や色・材質などのよさや面白さが分かる。 

・ 紙粘土を適切に用いて，自分のイメージに合わせて伸ばしたり丸めた

り表面に模様を付けたりして表現することができる。 

思考力，判断力，表現力等 

自然物や粘土の形や色・材質といった造形的な視点を基に，つくりたい

石や木の枝をイメージしたり，友達や参考作品のよさや面白さに気付き，

自分の表現に生かしたりすることができる。 

学びに向かう力，人間性等 

つくりたい石や木の枝を楽しく想像し，紙粘土の形を変えたり装飾した

りする面白さに気付き，多様な表現方法を用いて試行錯誤しながら進んで

表現することができる。 

３．３．実践の実際 

【第１時】 森に隠された紙粘土の石探しを行い，やってみたい活動について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容設定の要件 

１ 思いやイメージをもち活動に

夢中になることができるテーマ 

２ 経験と関連付けることに働きか

ける材料・用具・場所 

３ 自己・他者との対話が生まれ

る造形活動 

「紙粘土で本物そっくり

なものをつくり，通る人を驚

かせよう」といったテーマの

設定。 

つくってみたい自然材の特

徴についてこれまでの経験を

基に捉えさせるための表現に

生かせそうな自然材や場所の

設定。 

自然材の中に表現したものを置

いて，通る人が本物そっくりである

ことに驚くかどうかを試す場と自

他の表現を見て気付いたことを自

分のイメージに生かしてつくる場

を行き来することができる活動。 

Ｔ ：（自然を指さして）どこかににせものが隠れているよ。 

Ｃ1：（偽物を見つけて）紙粘土でつくられた石は本物みたい。 

Ｃ2：うわぁ。なんかわくわくするな。（興奮） 

Ｔ ：この題材でみんながやってみたいことはあるかな。 

Ｃ3：石や木の枝を，紙粘土でほんものそっくりにつくって通る人

を驚かしてみたいな。 

活動のテーマ「紙粘土で本物そっくりなものをつくり，通る人を 

驚かせよう」を設定 

「本物そっくりな石や木の枝をつくり通る人を驚かせたい。」といった子どもたちの思いを高め，活

動に夢中になることができるようにするために活動のテーマを設定します。  

【表４ 学習内容設定における造形的な視点の捉えと子どもの課題】 

【表５ 自分なりの造形的な意味や価値をつくりだすことを実感する学習内容】 

【表６ 題材の目標】 

【表７ 実践の概要】 
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【第２時】つくりたい自然物を自分のイメージを基に表現する。         

（  （部）は自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしている姿） 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要件１との関連 

偽物の自然物を探す活動を行い，「通る人を驚かせよう」という活動のテーマを設定したことで，

本物そっくりなものをつくることに対し魅力を感じ，「うわぁ。なんかわくわくするな。」といっ

た興奮と共に，自分もつくり驚かせたいという思いを高めることができた。また，粘土で本物そ

っくりなものをつくり森に置き通る人を驚かすといった活動への見通しをもち，場や周囲の人の

変容を目指す姿も見られた。 

子どもの表現 

つくってみたい自然物の特徴について，これまでの経験を基に捉えさせるために，表

現に生かしていけそうな自然材を取り上げ提示します。  

実際にある自然物を手に取ったり，一年生の頃の写真をみたりしながら 

Ｃ１：一年生のとき石の表面を紙に移したとき，表面がデコボコしていたよ。 

Ｃ２：すごい。触ってみるとザラザラしている。形もただの丸じゃないよ。（魅了） 

Ｃ１：本物そっくりにするには，形や色・材質を工夫してつくることが大切だね。 

Ｃ：本物そっくりな石にするために，材質を工夫してみよう。  

工夫するポイント 形や色・材質（ザラザラ・デコボコ）を設定 

要件２との関連 
今回の活動の場である附属の森は，以前子どもたちが秘密基地づくりをした経験のある場所で

ある。また，石や木の枝，葉っぱは，これまでの造形遊びで紙に写したり積んだり並べたりした
経験のあるものである。これらを材料や場所に設定することで，石や木の枝，葉っぱの形や色・
材質に魅了されながら，これまでの経験と関連付けて特徴を捉え，形や色・材質（ザラザラ・デ
コボコ）といった新たな工夫するポイントを見いだし，それを生かして表現や鑑賞を繰り返し行
う姿が見られた。 

子どもの感想 

板書写真 
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【第３時】自他の作品を鑑賞し，面白さや美しさを捉え，それらを生かしてさらに表現する。 

（  （部）は自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしている姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要件３との関連 

自分や友達の作品等を鑑賞する活動として，いつでも，つくったものを試しにかくすことがで

きる活動を設定した。そうすることで友達と魅了・歓喜・興奮といった感動を味わいしながら，

表現のよさや面白さを伝え合う対話が生まれた。また，対話を通して「粘土の材質を変えること」

や「色の重なり」といった新たな工夫するポイントを見いだしていた。さらにそれを自分の新た

な工夫として製作所に戻り表現に生かすといった造形活動に粘り強く取り組み続ける姿が見ら

れた。 

自他の表現のよさや面白さを基に，自分の表したいイメージの実現に向け，粘り強く

試行錯誤しながら造形活動に取り組ませるために，つくる場（製作所）と附属の森とを

行き来することのできる活動を設定します。 

子どもの表現 

子どもの感想 

森に行き，表現したものをかくしながら 
Ｃ1：本物に近づいてきた木の枝を試しにかくしてみよう。 

Ｃ2：その木の枝，本物みたいだね（魅了）。特に，木の枝の色が本
物みたいだなあ。どんな工夫をしたのかな。 

Ｃ1：木の枝は茶色だけじゃなくて，よく見ると白や灰色も混ざって

いたよ。だから，色を混ぜてみたんだ。 

Ｔ ：自分や友達の表現を見て，新しく気付いたことやもっと工夫で

きることは他にはないかな。 

工夫するポイント 形（平ぺったさ・でこぼこ） 

色（混色）・材質（つるつる）を設定 

 

製作所にて 
Ｃ1：もっと本物の石に近づけるために工夫するポイントが生かせな

いかな。 

Ｃ2：石もよく見ると黒色だけじゃなくて茶色も混ざっているよ。 

Ｃ1：なるほど！黒色に茶色も混ぜよう。白色もいいかも。 

Ｃ1：やった！本物に近づいてきたぞ（歓喜）。今度は通る人を驚かすこと
ができそうだ。また隠して確かめてみよう。  
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【第４時】附属の森をみんなで鑑賞し，表現の楽しさや面白さを紹介し合う。 

（  （部）は自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感している姿） 

￥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 研究の成果と今後の研究の方向 

４.1. 研究の成果 

 (１) 造形的な視点を構造的に捉え，理解していく子どもの姿の明確化 

造形的な視点を認識し，理解していく子どもの姿を発達の段階ごとに具体的に捉えられたこ

とで，発達の段階に応じた学習内容設定の視点をもつことができた。 

(２) 自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する学習内容設定 

自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する学習内容設定の在り方

を明確にしたことで，子どもの感動を大切にし，具体的な学習内容を吟味することができ，感

動を伴い自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしていることを実感する子どもの姿が多

く見られるようになった。 

４.２. 今後の研究の方向 

明らかになった目指す子どもの姿や授業像を基に，学習内容設定の在り方や指導方法について研

究を深めるとともに，教育活動全体を視野に入れながら，自分なりの造形的な意味や価値をつくり

つづける図画工作科のカリキュラム創造に取り組んでいきたい。 
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文部科学省 「小学校学習指導要領解説 図画工作編」      （日本文教出版 平成 30 年） 

           
子どもの感想（一部抜粋） 

 子どもたちの表現や感想から「本物そっくりな木の枝がついにできた（歓喜）」「もっと工夫して

他の人にも見せたい（興奮）」などといった感動を伴って形や色（混色），材質（ざらざら）等を認

識し，理解していったことが分かる。よって，自分なりの造形的な意味や価値をつくりだしている

ことを実感している子どもの様相がこの題材を通して現われたと考える。 

子どもの表現 


